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越後地主と北越殖民社　II

「北海道地主」考察の一勧

〆

仙　本 納

6小作料の代金納から金納化へ

　入植に当っての焼定は，「隔日小作地ハ某二上

テ之ヲ小作シ，照年目ヨリ毎年小作料，大豆，

小豆，小麦ノ現晶ヲ収ムヘシ，小作料ハ双談ノ上

隣地の口答ヲ以テ之ヲ定ム……」（独立移民契約

書）とあるが，現物納の事例は晃られない。土

地生産力の多媒によって小作地を5等級に区分

し，「小作額ヲー定ノ現物ヲ以テ決定シ置キ，其

ノ納入二当り之ヲ代金二換算シ，金銭ヲ以テ小

作料ノ支払ヲナシ……小作料トシテ必ズ金銭ヲ

以テ納入スルコ｝ヲ要スルモ，契約上ハ其金額

ヲー定シ置カズ，米三石又ハ麦何回ト言フ如ク，

生産物（現物）ノー定数ヲ定メ、澱キ，契約又ハ

慣習上定マレノレ換喩：ノゴ法二」f疋ヒ，其金額ヲ定メ，

之ヲ小作料トシテ納入メル」こととした。すな

わち，北越殖概赴の小作料鐸」入は代金納形態を

採ったのである。郷里の無産農既への授産とい

う小作人保護の意欲と，会赴としての企業との

折衷点が，殖民祉をしてこのような過慶的地代

としての代金帯側を採らしめたのであろう。

　このことはまた一面，小作農艮をいち早く交

換経済に参加させ，販売作物栽植を拡大すると

いう殖民祉の当初の要請にも応えるものであっ

た。「野幌i鍋墾ハ新地ニシテ三1三蜀黍，蕎麦，大根．

　　　　　　　　　　　b
大小豆ノ外不作ナラン……」とあるごとく，作

付作物は大休以一ヒのものに限られていた。燕麦

は他の麦類に比べて収穫多く，作況の変動も比

較的少くて，とくに泥炭地の多い野幌では安全

性も高く労力も少くて済むので，三二に歓迎さ

れたが，これは亦陵軍の馬糧としての購入昂で

あったことも勘考しなければならない。大小豆

の作付痴積が最も多かったのは，賊売に最：も有

利だつたからであろう。1891年3月，江別外2

ケ村戸長役場から特有作物（工芸作物）二士音の

勧告状が北越殖民社に送られた。これは，北海

道製麻株式会社の設立を見るに及び，「近年札幌

地方ハ工業起り，商業開ケ，農産物消流ノ道漸

ク疎逓シ」，薪農家ノ臨本ヲシテ強固ナラシムル

ハ実二緊要ナルが三二」，「二六作物（工芸作物）

ヲ栽培」せしめ，製麻，製糖会社への原料供給

の道を拓かんとしたものであった。ともかく，

この勧告によって亜麻栽培は急速に増大した。

このように販売作物への作付転換が行われたの

は，早くから麓晶生産の過程に入っていたこと

を意湿する。それ故に「自然経済を基礎とせる

現物地二二を採らず，而も尚完全には貨幣経

済化してはいなかった当時としては，「代金納」

制に蝦：も合理的な妥結点を見繊していたのであ

ろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　藷♪
　その後1の合資会社北越殖民祉小作規定第五条

には，「小作料ハ三ケ孟i三毎二改1｛三ス，但シ耕地ノ

比較，物悩ノ高低ニヨリ増滅スルモノトス」と

あるが，1911年には公租公課の増大，附近農場

の小作料高騰，農産物価格の騰貴等を理由とし

て小作料の改訂が行われた。而もこの際，従来

の代金納鋼を魔して金納制となり，一層近代化

した形を採った。この時改められた小作料率は

次の通りである。
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　さらに1919年に到り，r諸物価ゾ騰貴，通賃

ノ膨脹二比シ，或ハ左ノ額ハ低廉ナルが如キ感

ナキニ笄ザレドモ，過重ノ負担ハ農家経済ヲ機
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乱シ・禦ノ鍵ヲ騰刃レ脚キ感ナキ緋
ザルニ・依」つて，次の如く変更した。

・剰・綱・馳！聯睡・唯巫

。器。ll㌦蒜罰。謁i、諮
　　　　　　　　　｝　　　　　t

　この小作斜率は，今次農地改革による解放迄，

遂に変更されることなく継続してきた。

　斯様にして小作料の貨幣化，金納化は，殖民

社と小作入との聞に当初から存在した封建的紐

帯を揚棄するか餓こ作絹した。しかしまた同時

に，「過重ナ負担ハ農家経済ヲ擾乱シ」健全な農

家経済の発達を盟害するものとして，1919年以

後最後まで遂1こ小作料改訂を行わなかった。「四

五地主」的1生身も見逃すことは出来ない。

　め　関矢孫左衛門「北側日乗」

　2）　北越殖民等式会議小作規定第6条

　3）1919年，r北越殖晟社営業報告」

7資本蒙的農場経営の試み

　北越殖民社の初期の事業の中で注潤すべきも、

のは，樺戸集治監絹地（樺戸郡月形村釘」来乙）

の払下げを受け，さらに附鴨諸建築物，洋式農

具の貸与を受けて，資本家的大農門門を試みた

ことである。

　知来乙農場は，樺戸集治監用成墾地240町歩

余の縦金6，GOO円を3年据置以後10ケ年賦で1ム

下げを受け，さらに洋式大農具一切と附属建築

物並に馬50余頭の払下げを受けて始められた。

しかしながら，臨地が身根多くして大農具に適

せず，耕種作業が混乱して収穫醜に契約労働者

たちの帰園要請に遇い，加うるに農場の火災に

よって貯蔵大麻を消失したので，北越殖民祇の

直轄経営は僅か1年で終焉した。1888年（明21）

以後は，裡員笠原文平の引受地となり，移住者

を入植せしめ，1890年にはその全部が小作経営

となった。その間の経緯は，次の収支表が之を

削らかに物語っている。

　1888年（明21）以後は小そド経営を主とするの

であるが，移住費貸与の額が賜んでいたので，

この表によって知り得るごとく，尚駅支赤字と

なっていた。

　この時期，すなわち「北海道ニヒ趣払下規則」

8荏

轍睡入隊朗働金降引
齢1識離ll／
lii　lilill／ill顯

　　円　　　　　　　Iq
　　一（→3，328。644

　　一一i←）6，474．267

　　　　、，。。調鑑

　　一（｝）　295．244

の出た1886琿（明19）から，「圏有末開地処分

法」の公布された1897年（明30）までの11年閥

においては，10万坪以上の大地積の貸下がそれ

より以前の15年間の約2倍に増えている。　と

くに1ヨ清戦争を始めた1894年以降に急増した。

この隙こ設立された大農場には，血合華族農場

及びその後をうけた蜂須賀，戸田両農場，橋口

農場，犬養毅貸卜1’地，前i＝日，松平，京極等の華

族農場と並んで渋沢喜作（栄一の弟），近藤廉平

（日本郵船社長），金原明善（金原銀行頭取），高

島鎌右衛門（北海道炭鉱鉄道会祉々長）等の大

憾主の名前が見える。すなわち，この場合の華

族には明治10年代におけるようなτヒ族授産的

な意味を考えるよりも，他のブル．ジョア地主た

ちと並んで，北海道の開拓に進出した「資本」

として考えるべきであろう。これらの「資水」

は一1芯，賃労働者を結びつけて，資本主義的な

火農経営の方肉を志耀した。

　この際，大農経営曲輪のための客観条件とし

て，党換制と銀行制度の確立により，とくに本

道に於いては北海道拓殖鍵琵行の設立によってジ

ニヒ地投資に対する低利資金が豊富となったて

と，道内に於ける交通機関の発達｝こよって有利

な農産物市場が造り出され，農塵物顧格が騰即

したこと，及び土地収奪の過程を通じて弁難た

ちは依然として窮乏化の道を適っており，安価

な労働給源として存在していたことを挙げられ
　　　　D
るであろう。とくに，安価な労働力を不断に必

要としたことは，札幌製糖会祉が空知號養ミ暑の
　　　　　　　　　　　　　2）
四徒を借りて直営農場を設けた事例とともに，

北越殖筏鮭の知来乙農場が之を例証している。
　　　　　　　　　　　　　　　　3）
　これら大農経営が，北海道庁の奨励にもかか

わらず，遂に成功し得なかった原困を，「機械の

使用ξこよる籍生産方法が，現爽の社会経済事序

とマッチしえなかった点と，「技術の低位朝三とに

　　　の
帰すべき」であるかどうか。われわれはむしろ，



北越殖疑祉知来乙農場もその醒外ではなかった

如く，資本家的大農経営を試みた殆どすべての

大ニヒ地瞬有が，数年を出ずして悉く小作農場制
　　　　　　　　　　　　　5）
に切換えてしまった歴史的経過の中から，当時

の地主資本にとってはr資ホ主義的農場経営よ

りも楽封建的小作農棚｝ゆ方がより有利であっ
6）

た」，あるいは「当蒔北海道の開拓に進出してき

た『資本朗にとっては，内地の辛封建的な小作

｛翻蔓1によって規定された小作農場制の」二に安住

することの方が安易であった」という端的な表

現を採る。

　掬，知来乙機場の失敗に加えて，大橋一蔵の

急死による出資鞍たちの不安は，北越殖民祉解

散の危機を招米したが，懇畷された関矢孫左衛

門が北魚沼郡長の職を雛って現地の責任老とな

り，笠原，岸，三嶋の協力を得て頽勢挽圃に向

つた。

　わ　北海道「北海道農地改革史」上巻1954年

　　231頁

　2）　信夫浩竃郎「近代日本魔墨銀序説」紬46

　　年281～289頁参照。

　3）　北海道庁編「農場聡設方法準貝1月一「北海

　　道農地改革史」上巻231頁所引。

　4）　駈上

　5）　これに関連して，蜂須賀農場についての

　　旗手勲氏のすぐれ’た研究に負う占ころが夢

　　い0

　6）　農叢発達史調査会　前掲書　589頁所演

8　会社としての北越殖民社

　測業に当って患資を｝＝1咄た語々1ま，規約も定

款もなく，単に大橋等の入格を信じてこの企劃

に参加したのであって，近代的な意味の会社形

態を採ってはいなかった。北越殖民社の経営

は，長隅銀行と「志野未開地処分法」とに支え

られて来たのである。

　1897年（明30）3月の圏有来手地処分法によ

る理事地の無償払下」は，殖民鮭の発展史上劃購

的な事柄であったが，これによって殖民社の土

地所蒋権が法定化するとともに，小作入との契

約に基く所有権分割の問題が起つた。さらに其

の後一部磯h簸の媛鉱会祉へ砺戦闘題こ際

し，1899年（明32）施行の商法に依って£合資

会社」組織の体裁をとることが必要となった。

そこで新たに定款を作り，設立登記を行った。

　　　　　合資会鮭北越殖概祉定款

箏1条　本会社ハ新潟県ヲ主．トシ諸府県ノ農

　民ヲ北海道二移シ土纏ノ開墾楠樹ヲ為シ農林

　業ヲ鴬ムヲ以テ醸的トス

第2条，第3条i略1
第4条　本会社ノ存立時期ハ明治32年（1899）

　10月25日ヨリ明治46年（1913）12月31日

　迄トス

第5条　本会々祉眞ハ13名ニシテ其妖i名柱

　漸並二出資格左ノ如シ

　　一軍1万円也

　　　本籍　噺潟県北魚沼郡案条1寸大字並郷42

　　　　　　番芦

　　　寄留　北海道札幌郡江別村字野幌100番

　　　　　　地

　　　　　　　　　　　関矢孫左衛門

　　一金1万円也

　　　本籍　薪潟県南蒲原榔三条町大字一ノ1町

　　　　　　73番戸

　　　寄留　北海道石狩悶札幌区北1条爾14

　　　　　　丁目1番地

　　　　　　　　　　　笠　原　文　平

　　一金6千6百円也

　　　本籍　款潟県、古志郡長鵬町大字藁岡表四

　　　　　　ノ町436

　　　　　　　　　　　岸　　　宇吉

　　一軍3千ド地

　　　＊籍　菊奮潟県南蒲原郡新潟村下鳥

　　　　　　　　　　　大橋敬作
　　一壷4千円也

　　　本籍　新潟県古志郡長岡町大字長岡表三

　　　　　　ノ町93

　　　　　　　　　　　由　iコ　：万　吉

　　～傘3千円也

　　　本籍新潟県古志郡長岡町大字擾岡表三

　　　　　　ノ町93

　　　　　　　　　　　　’辺　清　松

　　一金2千醗．［皇

　　　本籍　新潟県古志郷長岡町大字坂ノ上

　　　　　　　　　　　三　島　徳　蔵

　　一金2千円也
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　　　：本籍　新潟県三島郡才津村大字福閏1番

　　　　　地
　　　　　　　　　　　遠　藤　六太郎

　　一金2千円也

　　　本籍　新潟県古志郡長閥町大字長岡四四

　　　　　　ノ町799

　　　　　　　　　　　小　川　清　松

　　一戸3千2百円也’

　　　本籍　薪潟県古志郡長岡町大字長岡三ノ

　　　　　町781番地

　　　　　　　　　　　小　松　喜　平

　　一丁2千円也

　　　本籍　薪潟県長岡町大字長澗衷～ノ町

　　　　　400番地

　　　　　　　　　　　出崎又廿
　　～金2千円也

　　　本籍　薪潟県古志郡長野町大字千手町

　　　　　665番地

　　　　　　　　　　　長　部　松三郎

　　一金2百円也

　　　本籍　薪潟県古志郡長澗町大字哲神鵠

　　　　　1783番地

　　　　　　　　　　　高　野　タ　マ

第6条　本会社ハ筏興13名ノ組合トシ有限

　責任北越殖民社ノ財産悉皆ヲ継承シ祉員ノ出

　資ハ該財蕨i二関スル各自ノ野分ヲ以テス

第7条　本会社ノ無限責妊社員ハ関矢孫左衛

　門，笠原文平2名トス◎

第8条各祇員持分ノ割合ハ其出資ノ鯖格二

　硲ズ

第9条　社員持分・ハ総社員ノ承諾アルニアラ

　ナレハ譲渡スルコ｝ヲ得ス

第10条　社員ハ総社員ノ承諾ナクシテ獲リニ

　退社スルコ｝ヲ得ス

第11条本会祉ノ業務執行考ヲ社長取締ト称

　シ，無限責任社員ヲ以テ之工充ッ，外ユ監査

　考斐1名ヲ置ク

第12条　社長取締ハ社員総翼ノ決議ヲ経ルニ

　アラナレハ会祉燐有ノ不動塵ヲ売買譲与シ又

　ハ之二対シ質権蓋クハ抵i当権ヲ設穿這スノレコ｝

　ヲ得ス

第13条　社長取締ハ有酬トシ社員総会ノ決議

　ヲ以テ之ヲ定ム

86

第14条社員総会ハ騨業年度ノ初二及ピ臨

　時ノ必要アル毎二社長又ハ3名以上ニシテ其

　出資額合二十総出資価格ノ4分類1以ユニニ当ノレ

　社員之ヲ招集ス。

第15条，第16条　略

第17条社員ノ議決権ハ1・人1鰯峯シテ出資

　価格1千四毎二1億ヲ加フ。

第18条，第19条略
策20条　本定款ハ特別ノ規定ナキ事項ニハ総

　テ商法ノ規定ヲ準用入

本定款ノ真；正ナルコトヲ訳註各・祇興左二暑名捺

印ス

　明治32年10月25日

　　　　　　関矢孫左衛門外12名連署捺印

　かくて，二1二地会社としての近代的な休裁を整

えると典に，資本主義的合理性追求への道を踏

み解したQさらに1907年目株式会祉として再編

するに及び，その方向の一層の伸展が企てられ

た。

　玉892年，はじめて小作料を徴集して以来の，

総収入に対する小作料収入の割合は次表の如く

　　　　D
なっている。

　この表の中からそれは，初年度を除いては何

れも64％以上，大体に於て90％前後の高率を

・示していることがわかる。また，総支出は常に

小作料収入のみを以て賄われてきたことも潅目

しなければならない。

　総収入に対する小作料収入の割合を前述の赤
　　　　　　　　わ
心祇についてみると，鶏96年から1908年まで

の20年間は20％前後，それに続く8年問は35

％醜後，1917年以後：漸く40％から50％台を詑

録するに止まっている。赤心祉の場合は商店

部，醸磯部，山林宅地収入等によ？てカバ｝さ

れていたけれども，小作料収入によって総支出

を賄ったのは僅か数期年を数えるにすぎない。

　今，．1906年末現在に到るまでの北越殖民社収
　　　　　　　　　　お
支女寸照表を作ってみると，次のごとくなってい

る。すなわち，この隣期を迎えるまでに，北越

殖民社は尚1万円に近い赤字を残していたので

ある。

　この頃，曜，蟷ρ爾戦争を断じて各産業

部門，各企業体鋼は，葱速な整備と発展を遂げ，



1892年

　　93

　　94

　　95

　　96

　　97

　　98

　　99

王900

　　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

　　6

　　7

　　8

　　9

　　10

　　U

　　12

　　13

　14
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購本の資本主義はその帝閣主義への発展を間ち

かに夢みるまでに仲ぴていたpもちろん越後の

地主資本も，こうした動きに無関心ではいられ

なかった。北越殖民社赴員φ彦鋤liれも，創業当

　　隣にくらべるとその幾人かが次の代に受け継が

　　れていたし，ヌ着千は全くの入れ替えがあっ

’　た。それとともに，創業当時に持っていた父祖

　　の遺志も漸く忘れかけて，資本活絹の合理性を

　　追求するようになっていた。

1）北越殖斑社，累年営叢報告，1斑小作判徴

　双簿により作成。

2）　寓田四郎「会社組織による北海道開拓の

　研究」（北大農学部卒輩歴日）より作成。

　本稿は目高の赤心社に閥するもので訪り，

ユ954年に赤心・祉から印報U緑拷凝され’たウ

3）　北越殖民祉，累年営業報告により作成g
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